
55.3%

47.1%

37.0%

23.7%

35.2%

28.9%

24.5%

20.6%

36.3%

43.4%

49.0%

51.5%

49.6%

50.5%

47.9%

49.0%

6.4%

7.0%

11.0%

19.3%

11.8%

17.2%

22.7%

24.3%

1.9%

2.4%

2.9%

5.6%

3.4%

3.4%

4.9%

6.1%

駅前の安全で円滑な自動車動線・歩行者動線の確保

新今宮駅（JR/南海）との動線の確保

円滑な動線確保のための標識や案内板

観光情報などの提供

オープンスペース（広場）・災害時に役に立つ防災機能の確保

スーパーやコンビニなど小売店の充実

飲食店や娯楽施設の充実

多目的ホールや図書施設など公共的な施設の充実

重要である どちらかといえば重要 どちらかといえば不要 不要である

10.1%

5.2%

12.7%

7.8%

8.3%

14.7%

14.7%

6.4%

13.0%

13.0%

14.0%

34.5%

29.5%

37.7%

33.6%

38.6%

37.9%

37.1%

26.6%

37.0%

43.9%

43.9%

35.7%

41.3%

30.3%

37.5%

34.6%

28.3%

28.9%

38.7%

32.6%

29.0%

29.2%

7.9%

10.4%

7.5%

9.1%

7.4%

8.7%

8.6%

14.2%

6.8%

5.3%

4.6%

11.9%

13.6%

11.7%

12.0%

11.2%

10.4%

10.7%

14.1%

10.6%

8.7%

8.3%

多目的ホール

会議室

図書施設・図書スペース

各種展示品等の設置スペース

実演の場などの確保・ワークショップスペースの確保

子どもが自由に遊べる空間（プレーパーク）

一時保育できる場所（ショートステイ）

農園等

子ども・子育てに関する相談・解決窓口

備蓄倉庫等

オープンスペース（広場）

あれば利用したい あったほうがよい わからない ないほうがよい あっても利用しない

43.2%

22.8%

16.1%
59.1%

43.8%

35.4%

18.8%

23.1%

14.8%

32.4%

22.3%

2.2%

外国人旅行者が増えている

外国人居住者が増えている

カラオケ居酒屋が増えている

星野リゾートの開業

ホルモン店、立呑みなどが多い

野宿者・日雇い労働者が減少している

路上駐輪・駐輪が減少している

まちの清掃活動・路上美化活動が行われている

覚せい剤の販売をはじめとする路上犯罪が減少している

あいりん総合センターの建替えが行われる

メディアに取り上げられる機会が増えた

その他
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WEBアンケート調査（1/3）

《実施内容》
調査実施：R3.9.3～R3.9.7（５日間）

オンライン調査パネル
約2,247万人

スクリーニング調査回答
関西圏居住者 19,680人

本調査回答（新今宮駅利用者） 824名
乗換／通過のみ利用者 420名
乗降利用経験者（乗換／通過含む） 404名

＜回答者の基本属性＞

全体 男性 69.9％（平均年齢49.9歳）
女性 30.1%（平均年齢39.0歳）

乗換／通過のみ
利用者 男性 63.6％、女性 36.4%

乗降利用経験者 男性 76.5％、女性 23.5%

《結果概要》

（GMOリサーチのオンラインパネル調査）

新今宮エリアの変化について（回答：824名）
• 星野リゾートの開業や外国人旅行者の増加などは認知されている一方で、環境美化活動の進展や外国人居
住の増加などの最近の動きについては、まだ認知が広がっていない。

あいりん総合センター跡地における公共的な機能（回答：824名）
• 公共的な機能ニーズとしては、 「オープンスペース（広場）」、「備蓄倉庫等」、「図書施設・図書スペース」、
そして子どもに関する項目があること対して、肯定的な回答が50％を超えている。

新今宮駅前の空間・機能（回答：824名）
• 駅前空間に対するニーズとしては、動線や案内について重要と答える率が高い。一方で、観光情報、飲食店、公共施設のニーズは相対的に
低い傾向にある

（次ページへ）



59.5%

61.4%40.8%

24.5%

30.8%

25.5%

31.7%

2.3%

利用や予約、空き状況などの詳しい情報の公開

インターネットでの申請受付や料金支払いの取り扱い

催し物予定の情報提供や宣伝のサポート

催し物の運営や演出などへの助言

職員やスタッフの対応や説明等の能力向上

充実した機材

アクセスしやすい立地

その他

42.5%

42.8%

46.6%
31.4%

31.9%

1.9%

キッザニアのような子どもが仕事を学べる学習スペース

シェアキッチンを兼ねた、飲食のお試し出店ができるスペース

物販のお試し出店ができるスペース

POP UP STOREとして、宣伝を兼ねて出店できるスペース

演劇やアート、大道芸などの実演ができるような文化スペース

その他

36.5%
62.5%

43.6%

30.7%

19.2%

1.3%

常設の屋台村

定期的なマーケットイベント

ライブなど音楽イベント

子ども向けのワークショップ

社会的背景を学べる企画

その他

53.8%

29.6%

34.8%

34.7%

44.4%

34.1%

14.9%

45.6%

12.9%

26.2%

38.5%

24.3%

17.4%

0.8%

芝生広場

ミニステージ

キッチンカースペース

噴水などの憩いの空間

樹木などの緑の空間

花壇などの空間

農園などの空間

座れるベンチ

スケートボード、ＢＭＸなどができる空間

子どもが自由に水遊びや火遊びなどができる空間（プレーパーク）

災害時に役に立つ防災関連設備

駐車場

インフォメーション（案内所）

その他

図書施設・図書スペースのニーズ・機能（回答：824名）
• コンテンツについては、ベストセラーや一般書籍の配架ニーズが高い。また図書スペースの空間としては、
自習スペースという回答が最も多く、次に飲食スペースとの回答が多い。

58.6%

52.1%

47.7%

44.3%

31.6%

20.5%

2.2%

ベストセラーや一般書籍の配架

地域の歴史を学べる書籍の配架

絵本など子ども向けの書籍の配架

小中学生が勉強できるような参考書などの配架

DVDなど映像メディアの配架

CDなど音楽・音声メディアの配架

その他

55.3%

28.9% 64.3%

31.4%

20.9%

2.7%

ブックカフェのような飲食スペース

雑貨などの物販スペース

本を読んだり、自習したりできるスペース

DVDなど映像メディアの配架・閲覧スペース

CDなど音楽・音声メディアの配架・閲覧スペース

その他

会議室・多目的ホール（回答：824名）
• 会議室の利用想定は、地域コミュニティのあつまりに利用できる場との回答が最も多い。
• 多目的ホールの利用想定は、講演会・研修、多人数が集まる場との回答が多く、映画や演劇などは低い。
• 利用しやすくなるポイントとしては、インターネットの活用に関する回答が多い。

56.7%

57.3%

42.6%

32.9%

28.8%

1.6%

講演会・研修などの場

多人数が集まるイベントができる場

音楽イベントができる場

演劇などができる場

映画上映ができるような場

その他

60.0%

45.9%

45.8%

47.0%

35.3%

1.3%

地域コミュニティのあつまりなどに利用できる場

仕事の会議などに利用できる場

勉強会などに利用できる場

研修・ワークショップなどに利用できる場

教室・習い事などに利用できる場

その他

オープンスペースについて（回答：824名）
• オープンスペースの企画ニーズとしては、定期的なマーケットイベント（62.5％）という回答が多く、常設の屋台村
（36.5%）ライブなどの音楽イベント（43.6%）より高い。

コンテンツ

設備・機能

会議室の利用想定

多目的ホールの利用想定

施設を利用しやすくする方法

オープンスペースのありかた

オープンスペースの企画

（次ページへ）

WEBアンケート調査（２/3）

実演の場・ワークショップスペースについて（回答：824名）
• 物販に関する回答が最も多い。次に飲食に関するもの、子どもが仕事を学べるスペースが続く。
• POP UP STOREや演劇・アートに関する回答の割合は、低い。
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29.7%

18.2%

21.4%

25.1%

19.8%

14.2%

15.9%

14.3%

12.1%

15.4%

11.9%

9.8%

13.0%

17.8%

43.4%

41.9%

40.5%

45.9%

42.4%

28.2%

27.2%

28.9%

37.5%

37.7%

22.1%

23.3%

30.1%

39.0%

18.7%

27.8%

26.0%

19.7%

24.9%

34.3%

34.3%

34.3%

31.4%

30.0%

35.0%

35.9%

35.6%

29.5%

飲食店

小売店（ファッション、雑貨、お土産等）

スーパーマーケット

コンビニエンスストア

ドラッグストア

家電量販店

映画館

劇場

宿泊施設

バスターミナル

カラオケ

ボウリング場

ホームセンター

書店

あれば利用したい あればよい どちらでもない なくて良い あっても利用しない

59.1%
44.5%

28.6%

30.3%

40.9%

35.7%

59.1%
25.4%

24.6%

35.6%

1.9%

カフェ・喫茶などのゆっくりできるサービス・空間

飲食店など食事を提供するサービス・空間

飲食以外の衣料品や雑貨が購入できるサービス・空間

子ども・子育て世帯向けのサービス・空間

ベンチなど休める空間の充実

エレベーター・エスカレータなど、バリアフリーな環境

清潔なトイレ

施設内でイベントなどさざまな企画が行われていること

周辺施設と連携・回遊性を持たせるイベント

安全な歩行者空間

その他

公共施設の利用について（回答：824名）
• 全体の64.2％が利用する・たまに利用するとの回答。利用頻度は、月数回程度の利用が最も多い。
• 一方、利用しないとの回答としては、必要とする場面がないとの回答が過半数となっている。
• 利用料金については、同種の公共施設の利用料という回答が最も多い。

53.2%

13.2%

8.1%

21.4%

20.3%

20.0%

7.5%

2.0%

生活上、利用する必要がない

サービスや設備に魅力がない

民間施設を利用している

施設がある場所が不便で、行きづらい

施設がどこにあるかわからない

開館時間が合わない

施設の利用料等の料金が高い

その他

「利用する・たまに利用する方」の利用頻度（回答者：529名）

「利用しない・あまり利用しない方」の理由（回答者：295名）

45.0%

20.4%

33.1%

1.5%

同種の公共施設の利用料

同種の民間施設の利用料

施設運営にかかる運営費をもとにした適切な利用料

その他

利用料金について

公共施設の利用状況

19.2%

45.0%

24.6%

11.2%

利用する

たまに利用する

あまり利用しない

利用しない

商業ニーズ（回答：824名）
• 商業ニーズとしては、飲食店が最も多く、次にコンビニとなっている。
• カラオケ、ボウリング場については、ニーズが低い。

駅前施設の回遊性の向上（回答：824名）
• カフェ・喫茶などのゆっくりできるサービス・空間、清潔なトイレとの回答が最も多い。

あいりん総合センター跡地等の利活用について（素案）

WEBアンケート調査（3/3）
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158名

371名

203名

92名

36.3%

52.6%

9.1%

2.1%

年数回程度

月数回程度

週数回程度

ほぼ毎日


